
の
介
護
そ
の
他
の
便
宜
を
供
与
す
る
事
業

４
　
あ
ゆ
み
の
家
の
管
理
に
つ
い
て
次
の
事
項
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲

指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続

利
用
料
金

事
業
報
告
書
の
作
成
及
び
提
出

５

経
過
措
置
と
し
て
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
４
　
及
び
　
の
例
に
よ
り
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手

続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

６

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
日

か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
５
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○

山
梨
県
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
十
二
号
）（
職

業
能
力
開
発
課
）

１

職
業
能
力
開
発
促
進
法
の
一
部
改
正
に
か
ん
が
み
、
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
審
議
会
に
つ
い
て
知

事
が
任
意
に
設
置
す
る
附
属
機
関
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○

山
梨
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
十
三
号
）

（
市
町
村
課
）

１

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
制
定
に
伴
い
、
規
定
の
整
備

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
条
例
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年

法
律
第
九
十
一
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○

山
梨
県
消
防
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
十
四
号
）（
消
防
防
災
課
）

１
　
消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２
　
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○

山
梨
県
知
事
、
副
知
事
の
給
料
及
び
旅
費
条
例
及
び
山
梨
県
知
事
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
十
五
号
）（
人
事
課
）

１

職
員
の
不
祥
事
件
に
対
す
る
措
置
の
一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し

た
。

山
梨
県
知
事
、
副
知
事
の
給
料
及
び
旅
費
条
例
の
一
部
改
正

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
（

に
お
い
て
「
減

額
期
間
」
と
い
う
。）
に
係
る
知
事
の
給
料
月
額
を
百
二
十
六
万
円
か
ら
百
二
十
六
万
円
の
十
分

の
一
に
相
当
す
る
額
を
減
じ
て
得
た
額
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

山
梨
県
知
事
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

目
　
　
　
次

条
　
　
　
例

○
山
梨
県
立
あ
ゆ
み
の
家
設
置
及
び
管
理
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

○
山
梨
県
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

○
山
梨
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

○
山
梨
県
消
防
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

○
山
梨
県
知
事
、
副
知
事
の
給
料
及
び
旅
費
条
例
及
び
山
梨
県
知
事
等
の
給
料
の
特
例
に
…
…
…
…
六

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
山
梨
県
立
青
い
鳥
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
六

○
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
七

○
山
梨
県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
七

○
山
梨
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

○
山
梨
県
立
考
古
博
物
館
設
置
及
び
管
理
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

○
山
梨
県
警
察
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九

条
例
の
あ
ら
ま
し

○
　
山
梨
県
立
あ
ゆ
み
の
家
設
置
及
び
管
理
条
例
（
条
例
第
五
十
一
号
）（
健
康
増
進
課
）

１

障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
一
項
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
関
す
る
業
務
を
行
う
施
設
を

設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

２
　
１
の
施
設
の
名
称
及
び
位
置
を
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

名
称
　
山
梨
県
立
あ
ゆ
み
の
家

位
置
　
韮
崎
市

３
　
あ
ゆ
み
の
家
の
業
務
を
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

次
の
事
業
の
う
ち
精
神
障
害
者
に
係
る
も
の
に
関
す
る
業
務

短
期
入
所
を
行
う
事
業

自
立
訓
練
を
行
う
事
業

の
事
業
を
利
用
す
る
者
に
つ
き
、
主
と
し
て
夜
間
に
お
い
て
、
入
浴
、
排
せ
つ
又
は
食
事

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
一
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
十
八
年

十
月
十
九
日

号
外
第
六
十
一
号

木　曜　日

（ ）二（ ）一（ ）一
（ ）１（ ）２（ ）３

（ ）２

（ ）二（ ）三（ ）四（ ）五 （ ）一

（ ）一

（ ）三

（ ）一（ ）二

（ ）二



減
額
期
間
に
お
い
て
、
山
梨
県
知
事
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
減
額
す
る
こ
と

と
な
る
知
事
の
給
料
月
額
を
　
に
よ
り
減
額
し
た
後
の
給
料
月
額
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○

山
梨
県
立
青
い
鳥
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
十

六
号
）（
長
寿
社
会
課
）

１

老
人
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
に
か
ん
が
み
、
次
の
と
お
り
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

県
立
青
い
鳥
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
次
の
事
業
に
関
す
る
業
務
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
行
う
事
業

介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
行
う
事
業

の
事
業
に
係
る
利
用
料
金
を
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に

よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
十
七
号
）

（
青
少
年
課
）

１

県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
の
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
三
月
間
及
び
六
月
間
の
定
額
で

の
利
用
を
可
能
と
し
、
そ
の
限
度
額
を
次
の
と
お
り
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

定
　
期
　
利
　
用
　
料
　
金
　
限
　
度
　
額

区
　
　
　
　
　
　
　
分

三
　
　
月
　
　
間
　

六
　
　
月
　
　
間

一
般
及
び
大
学
生
　

一
人
　
八
、
二
八
〇
円
　

一
人
　
一
六
、
五
六
〇
円

高
校
生
、
中
学
生
及
び
小
学
生
　

一
人
　
六
〇
〇
円
　

一
人
　
一
、
二
〇
〇
円

２
　
そ
の
他
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

３

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○

山
梨
県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
十

八
号
）（
花
き
農
水
産
課
）

１

県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館
の
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
一
年
間
の
定
額
で
の
利
用
を
可
能
と

し
、
そ
の
入
館
料
を
次
の
と
お
り
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
　

定
　
　
　
期
　
　
　
入
　
　
　
館
　
　
　
料

一
般
、
大
学
生
及
び
高
校
生
　

一
人
に
つ
き
　
一
、
二
〇
〇
円

中
学
生
及
び
小
学
生
　

一
人
に
つ
き
　
六
〇
〇
円

２

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○

山
梨
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
十
九
号
）（
都
市
計
画
課
）

１

笛
吹
川
フ
ル
ー
ツ
公
園
の
温
室
・
展
示
室
の
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
一
年
間
の
定
額
で
の
利

用
を
可
能
と
し
、
そ
の
限
度
額
を
次
の
と
お
り
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
　

定
　
期
　
利
　
用
　
料
　
金
　
限
　
度
　
額

一
般
、
大
学
生
及
び
高
校
生
　

一
人
に
つ
き
　
八
〇
〇
円

中
学
生
及
び
小
学
生
　

一
人
に
つ
き
　
四
〇
〇
円

２

森
林
公
園
金
川
の
森
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
三
月
間
の

定
額
で
の
利
用
を
可
能
と
し
、
そ
の
限
度
額
を
次
の
と
お
り
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
　

定
　
期
　
利
　
用
　
料
　
金
　
限
　
度
　
額

一
般
及
び
大
学
生
　

一
人
に
つ
き
　
五
、
七
六
〇
円

高
校
生
　

一
人
に
つ
き
　
二
、
八
八
〇
円

中
学
生
以
下
　

一
人
に
つ
き
　
一
、
三
二
〇
円

３

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○

山
梨
県
立
考
古
博
物
館
設
置
及
び
管
理
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
六
十
号
）

（
教
育
庁
学
術
文
化
財
課
）

１

県
立
考
古
博
物
館
の
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
常
設
の
展
示
及
び
特
別
の
企
画
に
よ
る
展
示
の

一
年
間
の
定
額
で
の
観
覧
を
可
能
と
し
、
そ
の
観
覧
料
を
次
の
と
お
り
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
　

観
　
　
　
　
　
覧
　
　
　
　
　
料

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
一
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

二

（ ）一

（ ）一（ ）二

（ ）一
（ ）１（ ）２



大
学
生
　
一
般
　

一
人
　
一
、
三
〇
〇
円

小
学
生
　
中
学
生
　
高
校
生
　

一
人
　
五
〇
〇
円

２

県
立
文
学
館
の
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
常
設
の
展
示
及
び
特
別
の
企
画
に
よ
る
展
示
の
一
年

間
の
定
額
で
の
観
覧
を
可
能
と
し
、
そ
の
観
覧
料
を
次
の
と
お
り
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
　

観
　
　
　
　
　
覧
　
　
　
　
　
料

一
般
　

一
人
　
一
、
五
〇
〇
円

大
学
、
高
等
専
門
学
校
及
び
高
等
学
校
並
び
に
こ

一
人
　
七
五
〇
円

れ
ら
に
類
す
る
学
校
及
び
施
設
の
学
生
及
び
生
徒

小
・
中
学
校
の
児
童
及
び
生
徒
　

一
人
　
五
〇
〇
円

３

県
立
博
物
館
の
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
常
設
の
展
示
及
び
特
別
の
企
画
に
よ
る
展
示
の
一
年

間
の
定
額
で
の
観
覧
を
可
能
と
し
、
そ
の
観
覧
料
を
次
の
と
お
り
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
　

観
　
　
　
　
　
覧
　
　
　
　
　
料

一
般
　

一
人
に
つ
き
　
二
、
〇
〇
〇
円

大
学
、
高
等
専
門
学
校
及
び
高
等
学
校
並
び
に
こ

一
人
に
つ
き
　
一
、
〇
〇
〇
円

れ
ら
に
類
す
る
学
校
及
び
施
設
の
学
生
及
び
生
徒

中
学
校
の
生
徒
及
び
小
学
校
の
児
童
　

一
人
に
つ
き
　
五
〇
〇
円

４

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
　
山
梨
県
警
察
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
六
十
一
号
）（
警
察
本
部
警
務
課
）

１
　
笛
吹
警
察
署
の
管
轄
区
域
に
つ
い
て
、字
の
名
称
変
更
に
伴
う
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２

市
町
村
合
併
の
進
展
に
対
応
し
、
警
察
力
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行
使
す
る
た
め
、
警
察
署
の

再
編
整
備
を
行
い
、
そ
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
を
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

名
　
　
　
　
　
　
称

位
　
　
置
　

管
　
　
　
轄
　
　
　
区
　
　
　
域

山
梨
県
甲
府
警
察
署

甲
府
市
　

甲
府
市
北
部

山
梨
県
南
甲
府
警
察
署
　

甲
府
市
　

甲
府
市
南
部
、
中
央
市
及
び
昭
和
町

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
警
察
署

南
ア
ル
プ
ス
市

南
ア
ル
プ
ス
市

山
梨
県
韮
崎
警
察
署
　

韮
崎
市
　

韮
崎
市
及
び
甲
斐
市

山
梨
県
北
杜
警
察
署
　

北
杜
市
　

北
杜
市

山
梨
県
鰍
沢
警
察
署
　

増
穂
町
　

市
川
三
郷
町
、
増
穂
町
及
び
鰍
沢
町

早
川
町
、
身
延
町
（
本
栖
湖
区
域
を
除
く
。）
及

山
梨
県
南
部
警
察
署
　

南
部
町

び
南
部
町

山
梨
県
笛
吹
警
察
署
　

笛
吹
市
　

笛
吹
市

山
梨
県
日
下
部
警
察
署
　

山
梨
市
　

山
梨
市
及
び
甲
州
市

富
士
吉
田
市
、
身
延
町
（
本
栖
湖
区
域
に
限

山
梨
県
富
士
吉
田
警
察
署
　

富
士
吉
田
市

る
。）、
忍
野
村
、
山
中
湖
村
、
鳴
沢
村
及
び
富

士
河
口
湖
町

山
梨
県
大
月
警
察
署
　

大
月
市
　

都
留
市
、
大
月
市
、
道
志
村
及
び
西
桂
町

山
梨
県
上
野
原
警
察
署
　

上
野
原
市
　

上
野
原
市
、
小
菅
村
及
び
丹
波
山
村

３

２
の
改
正
に
伴
い
、
山
梨
県
警
察
署
協
議
会
条
例
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
所
要
の
改
正
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
警
察
署
協
議
会
の
委
員
の
定
数
に
つ
い
て
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
人

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
一
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

三

（ ）一



数
を
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
人
数
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
警
察
署
協
議
会
　

六
人
以
内
　

七
人
以
内

山
梨
県
韮
崎
警
察
署
協
議
会
　

五
人
以
内
　

一
〇
人
以
内

山
梨
県
笛
吹
警
察
署
協
議
会
　

五
人
以
内
　

七
人
以
内

山
梨
県
日
下
部
警
察
署
協
議
会
　

五
人
以
内
　

八
人
以
内

山
梨
県
富
士
吉
田
警
察
署
協
議
会
　

八
人
以
内
　

九
人
以
内

山
梨
県
大
月
警
察
署
協
議
会
　

五
人
以
内
　

七
人
以
内

山
梨
県
市
川
警
察
署
協
議
会
、
山
梨
県
塩
山
警
察
署
協
議
会
及
び
山
梨
県
都
留
警
察
署
協
議
会

を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

警
察
署
協
議
会
の
名
称
を
「
山
梨
県
長
坂
警
察
署
協
議
会
」
か
ら
「
山
梨
県
北
杜
警
察
署
協
議

会
」
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

警
察
署
協
議
会
の
委
員
の
任
期
の
特
例
と
し
て
、
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
警
察

署
協
議
会
の
委
員
で
あ
る
者
の
任
期
は
、
そ
の
日
に
満
了
す
る
こ
と
と
し
た
。

４

こ
の
条
例
中
１
に
つ
い
て
は
公
布
の
日
か
ら
、
２
及
び
３
に
つ
い
て
は
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

条
　
　
　
例

山
梨
県
立
あ
ゆ
み
の
家
設
置
及
び
管
理
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
条
例
第
五
十
一
号

山
梨
県
立
あ
ゆ
み
の
家
設
置
及
び
管
理
条
例

（
設
置
）

第
一
条
　
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
五

条
第
一
項
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
関
す
る
業
務
を
行
う
施
設
を
設
置
す
る
。

（
名
称
及
び
位
置
）

第
二
条
　
前
条
に
規
定
す
る
施
設
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

名
称
　
山
梨
県
立
あ
ゆ
み
の
家

位
置
　
韮
崎
市

（
業
務
）

第
三
条

山
梨
県
立
あ
ゆ
み
の
家
（
以
下
「
あ
ゆ
み
の
家
」
と
い
う
。）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
う

ち
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五

条
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
に
係
る
も
の
に
関
す
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
五
条
第
八
項
の
短
期
入
所
を
行
う
事
業

二
　
法
第
五
条
第
十
三
項
の
自
立
訓
練
を
行
う
事
業

三

前
号
に
掲
げ
る
事
業
を
利
用
す
る
者
に
つ
き
、
主
と
し
て
夜
間
に
お
い
て
、
入
浴
、
排
せ
つ
又

は
食
事
の
介
護
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
便
宜
を
供
与
す
る
事
業

（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）

第
四
条

知
事
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
が
指
定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。）
に
あ
ゆ
み
の
家
の

管
理
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
）

第
五
条

指
定
管
理
者
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

施
設
及
び
設
備
器
具
の
維
持
保
全
に
関
す
る
業
務

二
　
第
三
条
に
規
定
す
る
業
務

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
業
務

（
指
定
の
手
続
）

第
六
条

指
定
管
理
者
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書

に
事
業
計
画
書
そ
の
他
の
書
類
を
添
付
し
て
、
知
事
が
定
め
る
日
ま
で
に
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
り
指

定
管
理
者
の
候
補
者
を
選
定
し
、
議
会
の
議
決
を
経
て
指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一

事
業
計
画
の
内
容
が
、
あ
ゆ
み
の
家
の
効
用
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

事
業
計
画
の
内
容
が
、
あ
ゆ
み
の
家
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
管
理
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

三

事
業
計
画
の
内
容
が
、
あ
ゆ
み
の
家
の
平
等
な
利
用
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

四

事
業
計
画
に
沿
っ
た
管
理
を
安
定
し
て
行
う
た
め
に
必
要
な
人
的
能
力
及
び
経
理
的
基
礎
を
有

し
て
い
る
こ
と
。

（
利
用
料
金
）

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
一
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

四
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第
七
条

あ
ゆ
み
の
家
を
利
用
し
た
者
（
そ
の
者
が
法
第
五
条
第
八
項
の
短
期
入
所
を
行
う
事
業
を
利

用
し
た
者
の
う
ち
十
八
歳
未
満
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
保
護
者
（
児
童
福
祉
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
保
護
者
を
い
う
。）。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）

は
、
法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用

の
額
及
び
同
条
第
一
項
の
特
定
費
用
の
額
を
基
礎
と
し
て
指
定
管
理
者
が
定
め
た
額
の
合
計
額
を
利

用
料
金
と
し
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
利
用
料
金
は
、
指
定
管
理
者
の
収
入
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
指
定
管
理
者
は
、
知
事
が
あ
ゆ
み
の
家
を
利
用
し
た
者
の
家
計

に
与
え
る
影
響
そ
の
他
の
事
情
を
し
ん
酌
し
て
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
利
用
料
金
を
減
額
し
、
又

は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
報
告
書
の
作
成
及
び
提
出
）

第
八
条

指
定
管
理
者
は
、
毎
年
度
終
了
後
二
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
事
業
報
告

書
を
作
成
し
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
年
度
の
途
中
に
お
い
て
指
定
管
理

者
の
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
取
り
消
さ
れ
た
日
か
ら
二
月
以
内
に
当
該
年

度
の
当
該
日
ま
で
の
事
業
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
実
施
の
状
況

二
　
あ
ゆ
み
の
家
の
管
理
の
業
務
に
係
る
収
支
の
状
況

三
　
利
用
料
金
の
収
入
の
状
況

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
あ
ゆ
み
の
家
の
管
理
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
知
事
が
必

要
と
認
め
る
書
類

（
委
任
）

第
九
条

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
日

か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

知
事
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
第
四
条
及
び
第
六
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、

あ
ゆ
み
の
家
の
管
理
に
関
し
、
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

山
梨
県
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
条
例
第
五
十
二
号

山
梨
県
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
梨
県
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

「
山
梨
県
大
規
模
小
売
店
舗
立
地

第
二
条
第
一
項
中
「
山
梨
県
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
審
議
会
」
を

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
審
議
会

審
議
会

に
改
め
る
。

」

第
三
条
第
一
項
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
す
る
。

別
表
第
一
第
一
号
の
表
山
梨
県
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
審
議
会
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

職
業
能
力
開
発
促
進
法
　

一
　
関
係
行
政
機
関
の
職

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
　

員

第
六
十
四
号
）
第
九
十
　

二
　
労
働
者
を
代
表
す
る

山
梨
県
職
　
一
条
第
一
項
の
規
定
に
　

者

業
能
力
開
　
よ
る
県
職
業
能
力
開
発
　
十
五
人
以
内
　
三
　
事
業
主
を
代
表
す
る
　
二
年

発
審
議
会
　
計
画
そ
の
他
職
業
能
力
　

者

の
開
発
に
関
す
る
重
要
　

四
　
学
識
経
験
の
あ
る
者

事
項
に
つ
い
て
の
調
査

審
議
に
関
す
る
事
務

別
表
第
二
第
一
号
の
表
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
審
議
会
の
項
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
条
例
第
五
十
三
号

山
梨
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
梨
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
山
梨
県
条
例
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
中
二
十
二
の
項
を
削
り
、
二
十
二
の
二
の
項
を
二
十
二
の
項
と
し
、
二
十
二
の
三
の
項

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
一
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

五



を
二
十
二
の
二
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
十
二
の
三
　
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律

各
市
（
甲

（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
導
及
び
　
府
市
を
除

助
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
。）

附
　
則

こ
の
条
例
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法

律
第
九
十
一
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
消
防
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
条
例
第
五
十
四
号

山
梨
県
消
防
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
梨
県
消
防
学
校
設
置
条
例
（
昭
和
四
十
年
山
梨
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
中
「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
五
十
一
条
」
に
、「
訓
練
を
行
な
う
」
を
「
教
育
訓
練
を
行
う
」

に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
知
事
、
副
知
事
の
給
料
及
び
旅
費
条
例
及
び
山
梨
県
知
事
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
条
例
第
五
十
五
号

山
梨
県
知
事
、
副
知
事
の
給
料
及
び
旅
費
条
例
及
び
山
梨
県
知
事
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
山
梨
県
知
事
、
副
知
事
の
給
料
及
び
旅
費
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

山
梨
県
知
事
、
副
知
事
の
給
料
及
び
旅
費
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
山
梨
県
条
例
第
五
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
知
事
の
給
料

月
額
は
、
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
百
二
十
六
万
円
か
ら
百
二
十
六
万
円
の
十
分
の
一
に

相
当
す
る
額
を
減
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
山
梨
県
知
事
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

山
梨
県
知
事
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
山
梨
県
条
例
第
六
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
特
例
）

３

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
第
一
条

中
「
別
表
の
給
料
の
表
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
の
給
料
の
表
及
び
附
則
第
七
項
」
と
、「
同
表
知

事
の
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
し
て
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
立
青
い
鳥
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
条
例
第
五
十
六
号

山
梨
県
立
青
い
鳥
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
梨
県
立
青
い
鳥
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
（
昭
和
五
十
一
年
山
梨
県
条
例
第
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
中
「
係
る
も
の
」
の
下
に
「
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

八
条
第
十
一
項
の
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
行
う
事
業
並
び
に
同
法
第
八
条
の
二
第
十
一
項
の
介

護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
行
う
事
業
」
を
加
え
る
。

第
七
条
第
一
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
　
介
護
保
険
法
第
八
条
第
十
一
項
の
特
定
施
　
介
護
保
険
法
第
四
十
一
条
第
四
項
第
二
号
の
規

設
入
居
者
生
活
介
護
を
行
う
事
業
を
利
用
し
　
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ

た
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
算
定
し
た
費
用
の
額

四
　
介
護
保
険
法
第
八
条
の
二
第
十
一
項
の
介
　
介
護
保
険
法
第
五
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
規

護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
行
う
　
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ

事
業
を
利
用
し
た
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
算
定
し
た
費
用
の
額

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
一
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

六



附
　
則

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
条
例
第
五
十
七
号

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
（
昭
和
四
十
五
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
体
育
施
設
の
利
用
料
金
の
限
度
額

イ
　
競
技
会
又
は
運
動
会
以
外
の
た
め
に
体
育
施
設
を
利
用
す
る
場
合

利
　
用
　
料
　
金
　
　
　
　
　
　
定
　
期
　
利
　
用
　
料
　
金

区
　
　
　
分

個
　
人
　
　
　
　
団
　
体
　
　
　
　
三
月
間
　
　
　
　
　
六
月
間

一
般
及
び
大
学
生

一
人
一
回
　
　
　
一
人
一
回
　

一
人
　

一
人

二
三
〇
円
　
　
　
一
一
〇
円
　
　
八
、
二
八
〇
円
　
一
六
、
五
六
〇
円

高
校
生
、
中
学
生
　
一
人
一
回
　
　
　
一
人
一
回
　
　
　
一
人

一
人

及
び
小
学
生
　

五
〇
円
　
　
　
　
三
〇
円
　
　
　
　
六
〇
〇
円

一
、
二
〇
〇
円

備
考１

体
育
施
設
と
は
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
、
体
育
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
運
動
場
及
び
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
を
い
う
。

２
　
体
育
施
設
の
利
用
料
金
の
限
度
額
は
、
体
育
施
設
ご
と
の
額
と
す
る
。

３

定
期
利
用
料
金
（
対
象
と
な
る
体
育
施
設
は
、
プ
ー
ル
に
限
る
。）
は
、
第
八
条
第
一
項
の

承
認
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
間
又
は
六
月
間
の
利
用
を
単
位
と
す
る
。

４
　
プ
ー
ル
の
利
用
は
、
次
に
掲
げ
る
時
間
の
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
一
回
の
利
用
と
す
る
。

イ
　
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

ロ
　
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

ハ
　
午
後
六
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

５
　
団
体
と
は
、
二
〇
人
以
上
を
い
う
。

ロ
　
競
技
会
又
は
運
動
会
の
た
め
に
体
育
施
設
を
利
用
す
る
場
合

使
用
区
分

午
前
九
時
〜
午
後
六
時
　
　
　
　
午
後
六
時
〜
午
後
九
時

施
設
区
分

体
育
館
、
プ
ー
ル
、
体
育
室
　
一
時
間
　
　
　
一
、
三
六
〇
円
　
一
時
間
　
　
　
一
、
八
一
〇
円

又
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

運
動
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間

一
、
三
六
〇
円

備
考１

　
体
育
施
設
と
は
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
、
体
育
室
、
運
動
場
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
い
う
。

２
　
体
育
施
設
の
利
用
料
金
の
限
度
額
は
、
体
育
施
設
ご
と
の
額
と
す
る
。

３
　
利
用
時
間
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
時
間
と
し
て
算
定
す
る
。

４

運
動
場
を
利
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
夜
間
照
明
を
利
用
す
る
と
き
は
、
一
回
に
つ
き
三
、

〇
六
〇
円
を
加
算
す
る
。

附
　
則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
条
例
第
五
十
八
号

山
梨
県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
梨
県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館
設
置
及
び
管
理
条
例
（
平
成
十
三
年
山
梨
県
条
例
第
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
四
条
関
係
）

入
　
　
館
　
　
料

区
　
　
　
　
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
　
期
　
入
　
館
　
料

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
一
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

七



個
　
人
　
　
　
団
　
体

一
般
、
大
学
生
及
び
高
校
生
　
　
一
人
に
つ
き
　
一
人
に
つ
き
　
一
人
に
つ
き
　
一
、
二
〇
〇
円

四
〇
〇
円
　
　
三
二
〇
円

中
学
生
及
び
小
学
生
　
　
　
　
　
一
人
に
つ
き
　
一
人
に
つ
き
　
　
　
一
人
に
つ
き
　
六
〇
〇
円

二
〇
〇
円
　
　
一
六
〇
円

備
考一

　
団
体
と
は
、
二
十
人
以
上
を
い
う
。

二
　
定
期
入
館
料
は
、
第
三
条
の
許
可
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
間
の
利
用
を
単
位
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
条
例
第
五
十
九
号

山
梨
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
梨
県
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
六
第
七
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ
　
温
室
・
展
示
室
を
利
用
す
る
場
合利

　
用
　
料
　
金
　
限
　
度
　
額

定
期
利
用
料
金
限

施
設
の
名
称
　
　
利
用
の
区
分

度
額

個
　
　
　
人
　
　
　
団
　
　
　
体

一
般
、
大
学
生

一
人
に
つ
き

一
人
に
つ
き

一
人
に
つ
き

及
び
高
校
生

四
〇
〇
円

三
三
〇
円

八
〇
〇
円

温
室
・
展
示
室

中
学
生
及
び
小

一
人
に
つ
き

一
人
に
つ
き
　

一
人
に
つ
き

学
生

二
〇
〇
円

一
六
〇
円

四
〇
〇
円

備
考１

　
団
体
と
は
、
二
十
人
以
上
を
い
う
。

２

定
期
利
用
料
金
は
、
第
十
四
条
第
一
項
の
承
認
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
間
の
利
用
を
単
位

と
す
る
。

別
表
第
六
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八
　
山
梨
県
森
林
公
園
金
川
の
森
を
利
用
す
る
場
合

施
設
の
名
称

利
用
の
区
分
　
　
　
利
用
料
金
限
度
額
　
　
　
　
定
期
利
用
料
金
限
度
額

一
般
及
び
大
　
一
人
九
ホ
ー
ル
に
つ
き

一
人
に
つ
き
　
五
、
七
六
〇
円

学
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
〇
円

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
　
　
　
　
　
　
　
一
人
九
ホ
ー
ル
に
つ
き

高
校
生
　

一
人
に
つ
き
　
二
、
八
八
〇
円

ー
ド
ゴ
ル
フ
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
〇
円

一
人
九
ホ
ー
ル
に
つ
き

中
学
生
以
下
　

一
人
に
つ
き
　
一
、
三
二
〇
円

一
一
〇
円

備
考１

利
用
ホ
ー
ル
数
に
九
ホ
ー
ル
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、そ
の
端
数
を
九
ホ
ー
ル
と
す
る
。

２

定
期
利
用
料
金
は
、
第
十
四
条
第
一
項
の
承
認
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
間
の
利
用
を
単
位

と
す
る
。

附
　
則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
立
考
古
博
物
館
設
置
及
び
管
理
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
条
例
第
六
十
号

山
梨
県
立
考
古
博
物
館
設
置
及
び
管
理
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
山
梨
県
立
考
古
博
物
館
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

山
梨
県
立
考
古
博
物
館
設
置
及
び
管
理
条
例
（
昭
和
五
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
一
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

八



三
　
常
設
の
展
示
及
び
特
別
の
企
画
に
よ
る
展
示
の
定
期
観
覧
の
場
合

区
　
　
　
　
　
　
　
　
分
　
　
　
観
　
　
　
　
　
　
　
　
覧
　
　
　
　
　
　
　
　
料

大
学
生
　
一
般
　

一
人

一
、
三
〇
〇
円

小
学
生
　
中
学
生
　
高
校
生
　

一
人

五
〇
〇
円

備
考
　
定
期
観
覧
と
は
、
第
六
条
第
一
項
の
承
認
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
間
の
観
覧
を
い
う
。

（
山
梨
県
立
文
学
館
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

山
梨
県
立
文
学
館
設
置
及
び
管
理
条
例
（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
　
常
設
の
展
示
及
び
特
別
の
企
画
に
よ
る
展
示
の
定
期
観
覧
の
場
合

区
　
　
　
　
　
　
　
　
分
　
　
　

観
　
　
　
　
　
覧
　
　
　
　
　
料

一
般
　

一
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
五
〇
〇
円

大
学
、
高
等
専
門
学
校
及
び
高
等
学
校

並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
学
校
及
び
施

一
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
〇
円

設
の
学
生
及
び
生
徒

小
・
中
学
校
の
児
童
及
び
生
徒
　

一
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
円

備
考
　
定
期
観
覧
と
は
、
第
六
条
第
一
項
の
承
認
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
間
の
観
覧
を
い
う
。

（
山
梨
県
立
博
物
館
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条

山
梨
県
立
博
物
館
設
置
及
び
管
理
条
例
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
　
常
設
の
展
示
及
び
特
別
の
企
画
に
よ
る
展
示
の
定
期
観
覧
の
場
合

区
　
　
　
　
　
　
　
　
分
　

観

覧

料

一
般
　

一
人
に
つ
き
　
二
、
〇
〇
〇
円

大
学
、
高
等
専
門
学
校
及
び

高
等
学
校
並
び
に
こ
れ
ら
に

一
人
に
つ
き
　
一
、
〇
〇
〇
円

類
す
る
学
校
及
び
施
設
の
学

生
及
び
生
徒

中
学
校
の
生
徒
及
び
小
学
校

一
人
に
つ
き
　
五
〇
〇
円

の
児
童

備
考
　
定
期
観
覧
と
は
、
第
六
条
第
一
項
の
承
認
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
間
の
観
覧
を
い
う
。

附
　
則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
警
察
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
条
例
第
六
十
一
号

山
梨
県
警
察
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
一
条

山
梨
県
警
察
組
織
条
例
（
昭
和
三
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
山
梨
県
笛
吹
警
察
署
の
項
中
「
及
び
境
川
町
三
椚
」
を
「
、
境
川
町
三
椚
、
芦
川
町
上
芦
川
、

芦
川
町
新
井
原
、
芦
川
町
中
芦
川
及
び
芦
川
町
鶯
宿
」
に
改
め
、「
東
八
代
郡
」
を
削
る
。

第
二
条

山
梨
県
警
察
組
織
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
五
条
関
係
）

名
　
　
　
称
　
　
位
　
置
　
　

管
　
　
　
　
　
轄
　
　
　
　
　
区
　
　
　
　
　
域

一
　
山
梨
県
甲
府
　
甲
府
市
　
甲
府
市
（
北
口
一
丁
目
、
北
口
二
丁
目
、
北
口
三
丁
目
、
武
田

警
察
署

一
丁
目
、
武
田
二
丁
目
、
武
田
三
丁
目
、
武
田
四
丁
目
、
宮
前

町
、
朝
日
一
丁
目
、
朝
日
二
丁
目
、
朝
日
三
丁
目
、
朝
日
四
丁

目
、
朝
日
五
丁
目
、
美
咲
一
丁
目
、
美
咲
二
丁
目
、
天
神
町
、

宝
一
丁
目
、
宝
二
丁
目
、
丸
の
内
一
丁
目
、
丸
の
内
二
丁
目
、

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
一
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

九



丸
の
内
三
丁
目
、
中
央
一
丁
目
、
中
央
二
丁
目
、
中
央
三
丁
目
、

中
央
四
丁
目
、
中
央
五
丁
目
、
城
東
一
丁
目
、
城
東
二
丁
目
、

城
東
三
丁
目
、
城
東
四
丁
目
、
城
東
五
丁
目
、
元
紺
屋
町
、
愛

宕
町
、
東
光
寺
町
、
東
光
寺
一
丁
目
、
東
光
寺
二
丁
目
、
東
光

寺
三
丁
目
、
善
光
寺
町
、
善
光
寺
一
丁
目
、
善
光
寺
二
丁
目
、

善
光
寺
三
丁
目
、
砂
田
町
、
酒
折
町
、
酒
折
一
丁
目
、
酒
折
二

丁
目
、
酒
折
三
丁
目
、
川
田
町
、
桜
井
町
、
和
戸
町
、
横
根
町
、

寿
町
、
相
生
一
丁
目
、
相
生
二
丁
目
、
相
生
三
丁
目
（
街
区
符

号
一
番
か
ら
六
番
ま
で
の
区
域
に
限
る
。）、
青
沼
一
丁
目
（
街

区
符
号
二
番
か
ら
六
番
ま
で
の
区
域
に
限
る
。）、
若
松
町
、
新

田
町
、
下
飯
田
一
丁
目
、
下
飯
田
二
丁
目
、
下
飯
田
三
丁
目
、

下
飯
田
四
丁
目
、
金
竹
町
、
中
村
町
、
長
松
寺
町
、
荒
川
一
丁

目
、
荒
川
二
丁
目
、
池
田
一
丁
目
、
池
田
二
丁
目
、
池
田
三
丁

目
、
上
石
田
一
丁
目
、
上
石
田
二
丁
目
、
上
石
田
三
丁
目
、
上

石
田
四
丁
目
、
下
石
田
二
丁
目
、
高
畑
一
丁
目
、
高
畑
二
丁

目
、
貢
川
本
町
、
徳
行
一
丁
目
、
徳
行
二
丁
目
、
徳
行
三
丁

目
、
徳
行
四
丁
目
、
徳
行
五
丁
目
、
富
竹
一
丁
目
、
富
竹
二
丁

目
、
富
竹
三
丁
目
、
富
竹
四
丁
目
、
貢
川
一
丁
目
、
貢
川
二
丁

目
、
下
河
原
町
、
飯
田
一
丁
目
、
飯
田
二
丁
目
、
飯
田
三
丁

目
、
飯
田
四
丁
目
、
飯
田
五
丁
目
、
岩
窪
町
、
北
新
一
丁
目
、

北
新
二
丁
目
、
西
田
町
、
屋
形
一
丁
目
、
屋
形
二
丁
目
、
屋
形

三
丁
目
、
大
手
一
丁
目
、
大
手
二
丁
目
、
大
手
三
丁
目
、
小
松

町
、
塩
部
一
丁
目
、
塩
部
二
丁
目
、
塩
部
三
丁
目
、
塩
部
四
丁

目
、
富
士
見
一
丁
目
、
富
士
見
二
丁
目
、
千
塚
一
丁
目
、
千
塚

二
丁
目
、
千
塚
三
丁
目
、
千
塚
四
丁
目
、
千
塚
五
丁
目
、
音
羽

町
、
湯
村
一
丁
目
、
湯
村
二
丁
目
、
湯
村
三
丁
目
、
大
和
町
、

緑
が
丘
一
丁
目
、
緑
が
丘
二
丁
目
、
古
府
中
町
、
和
田
町
、
山

宮
町
、
塚
原
町
、
羽
黒
町
、
上
積
翠
寺
町
、
下
積
翠
寺
町
、
上

帯
那
町
、
下
帯
那
町
、
平
瀬
町
、
塔
岩
町
、
竹
日
向
町
、
高
成

町
、
川
窪
町
、
御
岳
町
、
高
町
、
猪
狩
町
、
草
鹿
沢
町
及
び
黒

平
町
の
区
域
に
限
る
。）

二
　
山
梨
県
南
甲

甲
府
市

甲
府
市
（
高
畑
三
丁
目
、
相
生
三
丁
目
（
街
区
符
号
一
番
か
ら

府
警
察
署
　

六
番
ま
で
の
区
域
を
除
く
。）、
伊
勢
一
丁
目
、
伊
勢
二
丁
目
、

伊
勢
三
丁
目
、
伊
勢
四
丁
目
、
朝
気
一
丁
目
、
朝
気
二
丁
目
、

朝
気
三
丁
目
、
幸
町
、
国
母
一
丁
目
、
国
母
二
丁
目
、
国
母
三

丁
目
、
国
母
四
丁
目
、
国
母
五
丁
目
、
国
母
六
丁
目
、
国
母
七

丁
目
、
国
母
八
丁
目
、
上
小
河
原
町
、
上
条
新
居
町
、
古
上
条

町
、
後
屋
町
、
青
沼
一
丁
目
（
街
区
符
号
二
番
か
ら
六
番
ま
で

の
区
域
を
除
く
。）、
青
沼
二
丁
目
、
青
沼
三
丁
目
、
太
田
町
、

湯
田
一
丁
目
、
湯
田
二
丁
目
、
南
口
町
、
住
吉
一
丁
目
、
住
吉

二
丁
目
、
住
吉
三
丁
目
、
住
吉
四
丁
目
、
住
吉
五
丁
目
、
里
吉

一
丁
目
、
里
吉
二
丁
目
、
里
吉
三
丁
目
、
里
吉
四
丁
目
、
青
葉

町
、
蓬
沢
一
丁
目
、
中
小
河
原
一
丁
目
、
住
吉
本
町
、
小
瀬
町
、

上
今
井
町
、
下
鍛
冶
屋
町
、
落
合
町
、
西
油
川
町
、
中
小
河
原

町
、
下
小
河
原
町
、
上
町
、
増
坪
町
、
小
曲
町
、
下
今
井
町
、

中
町
、
東
下
条
町
、
蓬
沢
町
、
西
高
橋
町
、
七
沢
町
、
上
阿
原

町
、
向
町
、
国
玉
町
、
里
吉
町
、
高
室
町
、
大
里
町
、
宮
原
町
、

堀
之
内
町
、
西
下
条
町
、
大
津
町
、
右
左
口
町
、
心
経
寺
町
、

中
畑
町
、
上
向
山
町
、
下
向
山
町
、
白
井
町
、
上
曽
根
町
、
下

曽
根
町
、
梯
町
及
び
古
関
町
の
区
域
に
限
る
。）、
中
央
市
及
び

中
巨
摩
郡
昭
和
町

三
　
山
梨
県
南
ア
　
南
ア
ル
　
南
ア
ル
プ
ス
市

ル
プ
ス
警
察
署
　
プ
ス
市

四
　
山
梨
県
韮
崎
　
韮
崎
市
　
韮
崎
市
及
び
甲
斐
市

警
察
署

五
　
山
梨
県
北
杜
　
北
杜
市
　
北
杜
市

警
察
署

六
　
山
梨
県
鰍
沢
　
南
巨
摩
　
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
並
び
に
南
巨
摩
郡
増
穂
町
及
び
鰍
沢
町

警
察
署
　

郡
増
穂

町

七
　
山
梨
県
南
部
　
南
巨
摩
　
南
巨
摩
郡
早
川
町
、
身
延
町
（
雨
ケ
岳
山
頂
、
仏
峠
、
中
之
倉

警
察
署
　

郡
南
部
　
ト
ン
ネ
ル
及
び
本
栖
湖
北
側
の
富
士
河
口
湖
町
最
西
端
の
地
点

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
一
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

一
〇



町
　

を
尾
根
伝
い
に
結
ん
だ
線
以
東
の
区
域（
以
下
「
本
栖
湖
区
域
」

と
い
う
。）
を
除
く
。）
及
び
南
部
町

八
　
山
梨
県
笛
吹
　
笛
吹
市
　
笛
吹
市

警
察
署

九
　
山
梨
県
日
下
　
山
梨
市
　
山
梨
市
及
び
甲
州
市

部
警
察
署

十
　
山
梨
県
富
士
　
富
士
吉
　
富
士
吉
田
市
、
南
巨
摩
郡
身
延
町
（
本
栖
湖
区
域
に
限
る
。）
並

吉
田
警
察
署
　

田
市
　

び
に
南
都
留
郡
忍
野
村
、
山
中
湖
村
、
鳴
沢
村
及
び
富
士
河
口

湖
町

十
一
　
山
梨
県
大
　
大
月
市
　
都
留
市
、
大
月
市
並
び
に
南
都
留
郡
道
志
村
及
び
西
桂
町

月
警
察
署

十
二
　
山
梨
県
上
　
上
野
原

上
野
原
市
並
び
に
北
都
留
郡
小
菅
村
及
び
丹
波
山
村

野
原
警
察
署
　

市

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
中
第
一
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
二
条
及
び
次
項
の
規
定
は
平
成
十
九
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
山
梨
県
警
察
署
協
議
会
条
例
の
一
部
改
正
）

２

山
梨
県
警
察
署
協
議
会
条
例
（
平
成
十
三
年
山
梨
県
条
例
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
中
「
そ
の
」
の
下
に
「
委
員
の
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
六
人
」
を
「
七
人
」
に
改

め
、
同
条
第
四
号
中
「
五
人
」
を
「
十
人
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
山
梨
県
長
坂
警
察
署
協
議

会
」
を
「
山
梨
県
北
杜
警
察
署
協
議
会
」
に
改
め
、
同
条
第
八
号
を
削
り
、
同
条
第
九
号
中
「
五
人
」

を
「
七
人
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
十
号
中
「
五
人
」
を
「
八
人
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
を
削
り
、
同
条
第
十
三
号
中
「
八
人
」

を
「
九
人
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
十
四
号
中
「
五
人
」
を
「
七
人
」
に
改

め
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
十
五
号
を
同
条
第
十
二
号
と
す
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「（
施
行
期
日
）」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

（
委
員
の
任
期
に
関
す
る
特
例
）

２

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
山
梨
県
甲
府
警
察
署
協
議
会
、
山
梨
県
南
甲
府
警
察
署

協
議
会
、
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
警
察
署
協
議
会
、
山
梨
県
韮
崎
警
察
署
協
議
会
、
山
梨
県
長
坂
警

察
署
協
議
会
、
山
梨
県
鰍
沢
警
察
署
協
議
会
、
山
梨
県
南
部
警
察
署
協
議
会
、
山
梨
県
市
川
警
察

署
協
議
会
、
山
梨
県
笛
吹
警
察
署
協
議
会
、
山
梨
県
日
下
部
警
察
署
協
議
会
、
山
梨
県
塩
山
警
察

署
協
議
会
、
山
梨
県
都
留
警
察
署
協
議
会
、
山
梨
県
富
士
吉
田
警
察
署
協
議
会
、
山
梨
県
大
月
警

察
署
協
議
会
及
び
山
梨
県
上
野
原
警
察
署
協
議
会
の
委
員
で
あ
る
者
の
任
期
は
、
第
三
条
第
一
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
日
に
満
了
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
一
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

一
一



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
一
号
　
　
平
成
十
八
年
十
月
十
九
日

一
二


